
2026年4月 とうほうスクールが始まります
とうほうスクールは、不登校の子どもたちが、
それぞれのペースで成長していくことができる居場所です。

とうほうスクール ３つの大切

自尊

創造 共生

自尊 安心して落ち着いて過ごすことができる居場所のなかで、
一人ひとりのペースで自信をつけていきます

創造 学習やいろいろな体験活動をとおして、得意なことを見
つけて伸ばしていきます

共生 仲間やスタッフと一緒に活動して、相談をすることで、
ゆっくり人とつながっていきます

とうほうスクールの６つの安心
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小学１年生から中学３年生まで
の子どもたちが、
落ち着いて過ごすことができる
居場所で、
学習や体験活動を行っていきま
す。

埼玉東萌教育支援センターとし
て位置付けています。
埼玉東萌短期大学の教職員が、
学習支援、体験活動のサポート
プログラムを作っています。
ご安心いただけます。

公認心理師、臨床心理士、臨床
発達心理士、社会福祉士などが
児童生徒や保護者の方と個別に
相談して、
一人ひとりがやりたいことを見
つけていくことを
支えていきます。

専任の指導員が
一人ひとりに寄り添って、
毎日の活動を進めていきます。

保育士、幼稚園や小・中学校教
諭、絵本専門士などの
資格を持った教員、専任指導員
が、
学習活動や体験活動の指導、
サポートをしていきます。

活動場所は、
埼玉東萌短期大学４号館２階
とうほうスクール教室です。

実施主体は、学校法人小池学園 埼玉東萌短期大学です。学校法人小池学園の付随事業として実施します。
専任指導員、埼玉東萌短期大学の教職員に加えて、埼玉東萌短期大学の学生が、

教職員の指導の下、子どもたちの活動のサポートに参加します。



学びの環境について
短期大学の施設を体験活動に使用します。体験活動に楽しんで無理なく参加することができます。

附属図書館

好きな本を探したり、なつかしい絵本を読んだりする
ことができます。
靴をぬいでゆっくり本にふれることができるスペース
もあります。

クリエイティブホール

好きなスポーツを楽しむことができます。ゲームの勝
ち負けや、体力の強さよりも、楽しいと感じられる体
験を大切にしています。

栄養実習室

おいしい料理を食べること、作ること、金曜日に体験
していきます。出来立ての料理は、良いにおいがして
食欲も出てきます。

図画工作室

好きなものを作ったり描いたり。あっという間に時間
が過ぎます。自分で作った作品はたからものになりま
すね。一人ひとりのペースを大切にしていきます。

音楽室

音やリズムを楽しむ体験は、ワクワク、ドキドキして
こころが動きます。音楽を楽しんでいると、自然とか
らだも動き始めます。

グラウンド

気持ちの良い風に触れて、太陽の温かさを感じてから
だを動かすと、気持ちが良くて声を出したくなります。
時にはそんな体験もしていきます。



活動について

1日のプログラム

学 習 活 動

体 験 活 動

活動時間は
９：３０～１４：３０

短い時間でも有意義な体験や
学習ができます

9:30～ 9:50 朝の会
（一日のプログラム内容の確認、連絡）

10:00～10:50 活動① 学習活動

11:00～11:50 活動② 体験活動

11:50～12:40 昼食 休み時間

12:40～13:30 活動③ 学習活動

13:40～14:30 活動④ 体験活動（相談等を含む）

一人ひとりのペースを
大切に、学習活動を進
めていきます

個別の学習計画を作成して進めていきます

個別の学習計画は、前月の相談をもとに作成します。

活動③の学習活動では、コミュニケーションの基盤となる「聞くこ
と」「話すこと」「読むこと」「書くこと」を軸にすえて実施し、
「やりとりすること」が可能となるプログラムを進めていきます。

好きなこと、得意な
ことを伸ばし、
楽しいを大切に活動
していきます

毎週金曜日の活動②から「昼食 休み時間」は、食材準備、調理、

食事のプログラムとします。

そのほか、さまざまな楽しい体験学習プログラムを行います。



見学 ・ 体験 親子での見学、親子での体験入学・試し入学を無料で実施します。
まずは、安心して過ごせるか、居心地はどうか、試してみることを大切にして
います。

見学 ・ 体験の流れ

相 談
申し込み

見 学

体験入学
試し入学

入 学
申し込み

〇 まずは、相談申し込みを。

〇 メールで日程の調整をします。

〇 相談は「来学相談」「オンライン相談」から選べます。

〇 保護者の方のみの相談もできます。

〇 相談は無料です。

〇 見学は、相談をされた方が対象となります。

〇 相談時、またはその後の調整により、見学日時を決めます。

〇 見学は親子での見学を原則としますが、相談により保護者のみの見学も受け付けること
があります。

〇 複数回、見学をすることも可能です。

〇 見学は無料です。

〇 体験入学・試し入学は、相談をされた方が対象となります。

〇 相談時、見学時、またはその後の調整により、体験入学・試し入学日時を相談して決め
ます。

〇 体験入学・試し入学は、お子さんひとりでも、保護者の方と一緒でも可能です。

〇 体験入学・試し入学は、在籍校（所属している本来の学校）への出席報告の対象外です。

〇 体験入学・試し入学は無料です。

〇 入学申し込みには、体験入学・試し入学への本人の参加が必要です。

〇 入学申し込み時に、諸費用の支払いをお願いします。

〇 入学申し込み手続きが完了した時点で、在籍校への出席、活動報告がスタートします。

相談申し込みは
こちらから



費用について

入学料 20,000円

授業料 30,000円（月額）

施設利用料・教材費 6,000円（月額）

連携について

一週間の過ごし方（例）

プログラムへの参加回数、プログラム内容につい
て、月ごとに在籍校に参加状況の報告を行います。
これにより、在籍校の出席扱いの措置の対象とな
ります。
また、「越谷市学校・フリースクール等・教育委
員会連絡協議会」に出席して小・中学校との連携
を密にとっていきます。
越谷市以外にお住まいの方は、
個別に対応していきますのでご相談ください。

一人ひとりのお子さんに、担当の相談員が付き
ます。
月ごとに目標や学習計画をお子さんと一緒に立て
ていきます。
定期面談（月１回）、保護者の面談を行います。
この定期面談以外に、必要に応じて、専任指導員、
スタッフとの面談をご予約いただくことができ
ます。
お子さんの様子を共有して、一緒に支えていき
ます。
入学申し込み時にメールアドレスをご登録いただ
き、出席状況、活動参加状況、連絡事項のお知ら
せを行います。
保護者の方からのご連絡も、いただくことができ
ますので、ご安心いただけます。

学校との連携 保護者との相談・連携

月・水・金の週３回から始め

ようと考えています。

家での食事が不規則になりが

ちで、パンやお菓子、カップ

麺を食べることが増えて

います。

食事を作って温かいものを

食べる金曜日の活動は、

参加したいと思っています。

週５日参加します。

活動の途中でくたびれたとき

には、少し休憩してから、

また、活動に戻ろうと思い

ます。

学校の教室に入るのはむずか

しいし、今は学校に行くこと

もドキドキします。

でも、規則的な生活習慣を

保ちたいと思っています。

月の体験活動で興味のある

活動を中心に、参加します。

親子ともに話を聴いてくれる

人がいて、相談できることが

一番心強いです。

からだを動かすことが好き

でしたが、最近は部屋にいる

ことが多いので、

今は無理をしない方がいいの

かなあと考えています。



よくある質問

週何回から参加できますか

とうほうスクールは、平日（月～金、祝祭日を除く、そのほか、夏休み、冬休み、春休みがあります）
に開室しています。
それぞれのペースで、参加できますので、参加できる日やプログラムからの参加も可能です。
週１日からはじめて、少しずつ増やしていくという参加の仕方もあります。
相談のなかで、ペースづくりをしていきましょう。
参加日数によって、費用が変わるということはありませんので、ご注意ください。

在籍校との連携はどうなりますか

とうほうスクールへの入学申込書が提出されたところで、正式に在籍校にご連絡をし、連携が開始します。
状況によって、相談・見学段階で在籍校へのご連絡・ご相談が必要な場合には、事前に保護者に相談し、
合意の上での連絡とします。
在籍校には、毎月、とうほうスクールの活動内容、参加状況、翌月の活動予定を報告します。
また、相談のなかで、それぞれのペースでの復校に向けた取組みにおける必要な連携、サポートを一緒に
考えていきます。

出席扱いはどうなりますか

越谷市内の小・中学校に在籍されている場合に、在籍校には毎月、とうほうスクールでの活動内容、参加
状況の報告を行い、これにより指導要録上の出席扱いの判断が在籍校の校長によってなされます。

他市からの参加は可能ですか

送迎のサービスはありませんので、自分で通える、またはご家族による送迎などが可能な場合には、ご参加
いただけます。
とうほうスクールから在籍校へのご相談をさせていただき、毎月のとうほうスクールでの活動内容、参加
状況の報告を行っていきます。出席の扱いについては、在籍校の校長の判断となります。



アクセスマップ

発達特性がある場合も参加できますか

発達特性がある方もご参加いただけます。事前の相談、見学、体験入学・試し入学のプロセスにおいて、
ていねいにゆっくりと「とうほうスクール」が、お子さんにとって安心できる、
居心地のよい環境であるかを確認していきます。
居心地が良いと感じられる場所であるかが、大切と考えています。

昼食はどうなりますか

「とうほうスクール」内には、給食設備はありません。お弁当やパンなどをご持参いただきます。
夏季期間は、冷蔵庫での保管ができます。また、学内の自動販売機、給水機、学園に来るキッチンカーを
ご利用いただくことも可能です。
毎週金曜日は、昼食を作って一緒に食べる活動を行います。アレルギーや食べられない食材がある方は、
この日もご持参いただいた昼食をとっていただくことができます。
申し込みの段階で、アレルギーや食べられない食材について記載していただき、
配慮を確実に実施いたします。

東武スカイツリーライン「新越谷」駅・JR武蔵野線「南越谷」駅より徒歩15分

〒343-0857 埼玉県越谷市新越谷2-21-1

お問い合わせ

〒343-0857 埼玉県越谷市新越谷2-21-1 埼玉東萌短期大学
埼玉東萌教育支援センター とうほうスクール

Tel: 048-987-2345 （埼玉東萌短期大学）
Email: tohoschool@saitamatoho.ac.jp
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